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水道管の漏水検知システム 概要

【本事業が目指す姿】

水道管や環境データ等による広域的なリスクエリア抽出に加え、地上でのAI音響解析を組み合わせることで、

広域からピンポイントまで一気通貫でスクリーニングする新しい手法の確立を目指します。

【本事業がもたらす副次的効果：インフラ管理DX】

紙の工事台帳や水道管情報等が個別管理されており、データ同士が結びついていない状態にありました。

本事業により情報がデジタルで一元化されると、インフラ管理が効率化し、より良い判断が可能になります。

【STEP1】

管・環境データで広域リスク推定

【STEP２】

音響解析AIでピンポイント漏水検知

【STEP３】

解析サイクルで高精度漏水検知

音響AI×衛星データによる次世代漏水検知でスマートインフラ管理

管・地理空間データ等の状況から

漏水リスクが高いエリアを面で把握

漏水特定の聴診技術をAIで再現し

音の特徴から漏水の兆候を捉える

漏洩箇所を正解データとして利用し

高リスク地域の選別条件を解析
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社会背景：老朽インフラ点検を巡る全国的な課題
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守山市における現地音データの収集

現地調査で使用している音収集機材の例

【現地での音データ収集】

-自治体・調査会社の協力のもと、現地で音データを収集

-メーター周辺や路面部等、実際の調査環境で録音を実施

-収集した音データは、判定ロジックの構築・検証に活用

※本取組は実証・検証を目的としているものであり、

 個別の漏水有無を断定するものではありません。
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[配水系統図]をベースに、過去漏水情報等を重ねて可視化した図

※本図は実証・検証の進捗状況を示すものであり、

   特定の漏水箇所を示すものではありません。

配水管における調査優先度エリアの抽出
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実

【完了】 【実施中】 【次フェーズ】

箇 箇

本番検証は水道工事ではなく、

ドリルで穴を開け音聴棒を挿す

[確認調査]を想定しております

現在の進捗と今後の検討フェーズ
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免責事項

• 本資料は、当社の事業内容や業績等に関する情報提供を目的として作成されたものであり、

有価証券の取得、売却等の投資勧誘を目的としたものではありません。

投資に関する判断は、ご自身の責任にて行っていただきますようお願いいたします。

• 本資料には、いわゆる「将来の見通し（forward-looking statements）」が

含まれる場合があります。これらは、現在入手可能な情報および合理的と

判断される前提に基づいて作成されたものであり、不確実性を含んでおります。

実際の業績等は、記載された見通しとは大きく異なる可能性があります。

• なお、当社は将来の見通しに関する記述について、新たな情報や将来の事象に基づいて

これを更新または修正する義務を負うものではありません。
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